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固定資本独自な再年産＝流通

　　一拡大再生産の一般形式一1）

谷　川　宗　隆

は　じ　め　に

　本稿は拙著「蓄積論研究序説一固定資本独自な再生産＝流通について一」（愛

媛大学経済学研究叢書5）第四章「固定資本独白な再生産＝流通の再生産条件」

第五章「部門Iの自立的発展と固定資本摩損部分の累積過程並びに更新過程」

における一般的形式を再検討したものである。したがってこの小論は上述の拙

著の補論である。なおここでは一般的形式の析出にのみに限定する。注口］

前提条件

　我々は社会的生産力は一定とし、蓄積率のみ変化するとする。流動資本CZ，

固定資本の充用総資本F，年々の摩損分f，可変資本v，剰余価値m，剰余価

値m’，蓄積率s，固定資本の平均年齢・平均回転期間n，資本の有機的構成k

とする。

　cz：f＝α1β　　　；流動資本と固定資本摩損部分との比。

　岨㌧α／（α十β）；流動資本の分割比

　β’＝β／（α十β）；固定資本摩損部分の分割比

　パ十nβ’＝μ　　；流動資本と充用総固定資本との分割比の合計

　μk＋1＝u　　　；可変資本一単位当たりの充用生産資本をuとする。

X＝社会的総商品資本，X、：生産手段生産部門の総商品資本，X，＝消費手段

（1）以下拙著とのみ言うときにはこの書を意味する。なおこの小論の骨子は第41回経済理論学会

　｛ユ983．1O．23．東京大学）において発表した。
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固定資本独自な再生産＝流通一拡大再生産の一般形式一ω（谷川）

生産部門の総商品資本

　L；生産手段生産部門と消費手段生産部門との分割比。

　　L＝X／X，　　　；生産手段生産部門の分割比
　　1　　　　　1

　　L、＝X／X　　　；消費手段生産部門の分割比

　生産手段生産部門の総高晶資本（X）および消費手段生産部門の総商品資本
　　　　　　　　　　　　　　　　　1
（X。）をそれぞ札。，v，mに分割する。

　　I．x＋x＋x＝X　　　　王］　　　　12　　　　　1ヨ　　　　　1

　　∬．x＋x＋x＝X　　　　空1　　　　！2　　　　23　　　　　＝

　　・1ユ＝・ユ／X、，・、、＝・ユ宮／X、，・、、＝・、。／X、，

　　a，、＝x、／X呈，a、，＝x、ノX、，a、，＝x、宮ノX、とする。

　生産物一単位あたり，

　　I．a＋a＋a＝1　　　　11　　　　11　　　　　13

　　n．a一十a＋a＝1　　　　11　　　　！！　　　　！3

　　al／aユ三1k、，a、、／a，呈＝k、；部門L都門1Iの有機的構成

　　α’a、、十nβ1a三1＝μa、、；部門Iの充用総不変資本

　　α’a官、十nβ’a、ユ＝μa、、；部門Iの充用総不変資本

　　I．μk、十1＝u、；部門Iの可変資本一単位当たりの充用総生産資本

　　皿・μk，十1＝u。；部門Iの可変資本一単位当たりの充用総生産資本

　　I　l　a　u　　　　　；部門Iの生産物一単位当たりの充用総生産資本
　　　　”　　l

　　n．a　u　　　　　；部門Iの生産物一単位当たりの充用総生産資本

　　k＋1＋m・＝z；部門Iの可変資本一単位当たりの資本構成分割比の合計
　　！　　　　　　　　　　　　　　　1

　　k＋1＋m・＝Z；部門Iの可変資本一単位当たりの資本構成分割比の合計
　　！　　　　　　　　　　　　　　　1

　すれば，al、＝k、／z、，a、、＝ユ／z、，a、ヨ蟷mソz、，a，1＝k／z，，a、、＝1／z，，a，，

＝mソZ，と各係数は表示でき乱
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川　部門一；部門皿の一般的形式

出発年度始め充用生産資本，　　　　　年度始め充用固定資本，

　　　Lα’a、、十nβ’a、、十a、…＝al，u1．　　I・nβ’a、、＝F，

　　　II・α’a；、十nβ’a宮、十a，，＝a、，u，　　　I・nβ’a，、＝F呈

出発年度末総生産物，

　　　工．　α’a　＋β’a　．十a　＋a　＝l
　　　　　　1／　　　　　　　　　　　　　　l1　　　　　　　　　11　　　　　　　　13

　　亙．α’a，、十．β’a，、十a，，十a，ヨ＝1

出発年度末部門I蓄積率＝S：，部門I蓄積率＝S二とする。

　　　Lα一’a、、十β’a、、十al，十a、、s：十（1．一s＝）a、。＝1

　　巫。α’a，ユ十β’a，、十a，，十a、ヨS：。十（1－S：）alヨ：ユ

出発年度末の部門Iの生産資本増殖率＝r：，部門IIの生産資本増殖率＝r二と

する。

　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　o
　　　　　a　S　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　m　S

　　・i＝’3’　　　（1．1．ユ）　・F一⊥　　　（112）
　　　　　a　u　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　u
　　　　　11　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　　　　　　0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　o
　　　　　a　S　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　m　S

　　・1＝23呈　　　（ユ2ユ）　　・：エニユ　　　　（122）
　　一　　　S　u　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　u

　資本化される剰余価値mS＝a｝畠S：，a。。S：は次のように生産資本a1．u1rl，

a，，u，r：に配分される。

　　I．as。＝aur。　　　　　　　　　　　　　（1．！、3）
　　　　　13　1　　　　　1！　l　l

　　　　　　＝α’a、、r＝十nβ’a、、r：十a、、r＝

　　皿．・、ヨ・：＝・，，・，・1　　　　　　　　　　　（ユ・2・3）

　　　　　　＝α’・，、・：十早β’・，、・1＋一・，、・：

出発年度末の総生産物における剰余価値の配置，

　　Lα’・、、（1＋・：）十β’・、、（1＋・・：）十・、、（・1＋・：）†（1一・1）・、ヨ＝1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ユ．3．1）

　　II・α1a，、（1＋r：）十β1a，1（1＋nr：）十a，、〈1＋r二）十（1－s：）a呈』＝1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ユ．3．2）
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固定資本独自な再生産＝流通一拡大再生産の一般形式一川（谷川）

さらに前提条件によって部門Iとuは次の様に分割される。

　　I　lα’a1、（1＋r：）十β’al、（ユ十nr：）十a、，（1＋r：）十（ユーs：）a、ヨlL、＝L、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1，3，3）

　　I　lα’a，1く．ユ十r：）十β’a、ユ（1＋nr：）十a、，（1＋r：）十（1－s：）a，。；L、＝L呈

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ユ．3．4）

　　12〕部門I、、；部門I、、の分割比に規定された部門I内の再生産条件一

牛産手段生産部門I、（X、）の原材料手段生産部門I，1と労働手段生産部門

I］，への分割の根拠および公害J比については前述の拙著第三章第一節におい

て検討している。江川原材料手段生産部門I　と労働手段生産部門I　との分割
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1！

比をそれぞれL、、，L、，とすれば，L，1：L、，＝（cz、十zml）：（f、十fm、）である。

（1，3．1）の一般式で表示すれば，Lユ1：Lユ宣＝α’a，1（1＋r：）：β’a、、（1＋一nr：）

とな糺そこで部門iの生産資本；μk、十1＝u、，μa、、十a、，＝a、，u、を部門

I、、；部門I、，の分割比によって分割する。　；

　　I、、・（μ・、、十・、、）L、、一・、、・、Lユ、……………・・・・・………・…・……（2．L王）

　　Il。（μ・］1＋・1芦）L1。＝・工。・lLl．I．’II’’I’．．一’．．．．………’II．I’．’（2・1・2）

　部門I，1；部門I1、の生産資本・

　　I、、μk、、十卜・l1　μ・、、、十・11，㍉、、、・、、……・一・…一…（2．2，3）

　　I1，μ・、，十1一・ヨ，μ・、，、・・、，1一一・、、，・、、…・……………・…（2．2．4）

　部門I、、；部門Iコ，の出発年度末総生産物，

　　I、、・L、、（・、、、十・、、，十干ユ、。）竺L、、

　　I、、一L、，（a、、、十a，。、十a、、ヨ）＝L、、

　部門I、、；部門I］、の有機的構成をk、、，k、、とし，

　　I　k＋1＋m’＝三
　　11‘　　11　　　　　　　　　　　1／

　　工、，．k、，十1＋m’＝・、、とすれば各係数は次のようになる。

　　・、エユ＝k，1／・、、，・、1、＝1／・、1，・1、ヨ＝mソ・1、

（1〕拙著47頁以下参照。なお拙著56頁のLユ，．L。とこの小論でのLl，L1とは違っている。
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・、、、一k正、／・1，，・ユ，、一1／・、、，・、，ヨーmソ・、、

　；　　　　k、、　　（1＋・：）
二五＝θ，λ＝θ＊　　，A＝　　　　　とする。

　・、、　　　　k、、　　（1＋・・1）

　L、、　　α（1＋r：）　　L、、　α
　　＝　　　　　　　　　＝」＊A　　　　　　　　　　（213）
　L、，　β（1＋・・：ジ　L］、　β

　a　　kzL　川　　’リH’　　　　　　　　　　　　　　　（2．4．1）
　a　　kzL　111　　　　　l！　1］　1！

（2．4．一1）にθ，λ，Aを代入する。

　a　　α　　　　　k
　1H＝』＊A＊θ＊　ll　　　　　　　　　　　　　（2，4．2）
　a、，、β　　阜、，

　a　　　　α
　／11＝』＊A＊λ　　　　　　　　　　　　　　　　（2．4，3）
　・1、、　β

一a　　α
　111＝一＊A＊θ　　　　　　　　　　　　　　　　（2，5）
　・ユ、，　β

部門I、、；部門エ、，の午度始め生産資本；

　I1ユ。年度始め生産資本：（α’a、、、十nβ’a、、1＋a、、，）L、、＝al、，u11L、、

　I、，。年度始め生産資本：（α’a、、、十nβ’a1，、十a、，、）L、、＝a、、、u、、L、，

部門I1、；部門I、，の出発年度末総生産物，

　五、i．（α’a、、、十nβ’a］、、十a，1，十a，、ヨ）L，1＝L、、

　I1、一（α1・、、1＋・β’・、，、十・、、，十・、、、、）L、、一L、，

部門I］、；部門I、，の生産資本増殖率；

　　　　so　a　L　　　　　　　　　　　　　　　　m’so
　I　。。＝］’’’3H　（261）　　■＝　’　　　　（2．6．2）
　11－　11　auL　　　．’　　　　H　　u
　　　　l1！　l1　11　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l／

　　　　so．a．L　　　　　　　　　　　m’so
　I　。。＝’川ヨ’！　（27ユ）　　■＝　’　　　　（2．7．2）
　11．　11　auL　　　’’　　　　ユ1　u
　　　　l11　11　1！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1！

資本化される剰余価値ms（a、、。s：lL、、，a、、、s号，L、、）の生産資本への配分，

（2．6．1）（217．ユ）より，
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固定資本独’自な再生産＝流通一拡大再生産の一般形式一1〕（谷川）

　I　　a　soL　＝a　uLro　　l］．　　　11；　H　　11　　　　　11！　11　　l1　l　l

　　　　　　　＝（α’a、ユ、十nβ’a、、、十al、，）L、、r：、

　I　asdL＝auLro　　l！’　12ヨ1ヨ1！　　1！211　1王1！

　　　　　　　＝（α’a、、、十nβ’a、，、十a、、，）L、、r：，

個人的消費される剰余価値mk；a，1宮（1－s：、），．a、、，（1－s：、），

　I、、。・、1ヨL、、（1一・：i）＝（・、、ヨー・、、，・、、・il）L、、

　　　　　　　　　　　＝aL（m’一uro）
　　　　　　　　　　　　111　　　11　　　　　　　　　　　　　　11　　11

Il、…，，ヨt、、（1一・：、）＝（・、，。一・コ，，・、，・：，）L、，

　　　　　　　　　　　＝a、，，L、，（m’一u王，r：，）

（2．7．3）

（2．7，4）

（2．7．5）

（2．7．6）

13．〕出発年度の再生産条件の検出

　都門I、、，部門I、，，部門Iの出発年度の年度末生産物は次式と李る。

　　I，、　1α’a、、、（1＋r：、）十β’a、、王（ユ十nr言、）．十a、、呈（1＋ri、）十aユ、，（ユーs：、）lL、、

　　　　＝L　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　（3．1．1）
　　　　　　11
　　I、，1α’・、，、（1＋・：，）十β’・、、、（1＋・・：，）十・丑，、（1＋・・：、）十・、，ヨ（i一・1、）lL、宣

　　　　＝L　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3．1．2）
　　　　　　1星
　　II　lα’a，ユ（1＋r：）十β’a，、（1＋nr二）十a，，（1＋r二）十（ユーs：）a，。lL，

　　　　＝L　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1．3．4）

表式分析。

　　α一’a　L（1＋r。）；部門Iの流動資本
　　　111　　　11　　　　　　　　　　　　・l　l　　　　　　　　　　　　　　　　　l1

　　β’a、，、Ll、（1＋nr：，）；部門I、，の画定資千

　　a、、L，（1＋r二）十a、ヨL、（1－s：）；部門Iの可変資本と剰余価値

以上はそれぞれの部門内で自己補填される。

　部門I、、，部門I、，の正常な再生産の為には部門I、、と部門I、、との正常な相

互転態が必要である。そのための再生産条件は，

　　β’・、、、L、、（ユ十・・：、）＝α’・ユ，、L、，（1＋・：呈）

　部門I、、，部門I、、の部門Iとの正常な再生産の為には部門I、、と部門n一，・部
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門I、、と部門Iとの正常な相互転態が必要である。そのための再生産条件は，

　　・、、；L、、（ユ十・：、）十・1、ヨL、、（1一・：、）＝α’・，、L，（ユ十・：）

　　a、，，L、，（ユ十r：，）十a、，ヨL、呈（ユーs＝呈）＝β’a，，L，（ユ十nr：）

以下，順次に検討しよう。

　I　とI　との相互転態が正常に行われる為の再生産条件：
　　l　l　　　　12

　　α’・、1，L、、（1＋・・：、）＝α’・、，ユL、呈（工十・：，）　　　　　　（3．1．3）

r：、について整理すれば，

　　　　　　　1　　α　　a　　　L　　　l
　　　　　　　　　　　　　1皇1　　　　　　12　　　　　　一＊一＊一＊　　　　一一
　　　　　　　nβa、、、L、、n
　　・1、＝　　　　　　　　　　　　　　　（321）
　　　　　　　　1　　ム　　a　　L　　r．
　　　　　1一一＊一＊　121＊一旦＊二五
　　　　　　　　・　β　・、、l　Lユエ・：、

（2．6．ユ）（2．6．2）より次式がえられる。

　　・：、　・、、　・：、　μk、，斗1　・l1

　　下一＝　＊丁，＝　　　＊下一　　　　　　（323）
　　r、、　ull　s，2　　μk1、十1　　sl！

k、、＝k、、，s：、＝s：、の場合は明らかにr：、＝rτ、である。

k、、≠k、，の場合は蓄積率がこの式s：、＝u、、／u、，＊s：、を充たせばr＝、＝r＝、とな

る。

　　ro
　　」土＝ζ。とする。ζ。＝1とすれば，
　　ro
　　l　l
　　　　　1　　α　　a　　　L　　　1
　　　　　一＊一＊二里」＊一」土一＿
　　　　　nβa、、、L、、n
　　・：、＝　　　　　　　　　　　　　　　　（324）
　　　　　　　　1　　　α　　a　　　L
　　　　　　1一一＊一＊　　121＊⊥
　　　　　　　　nβa、、、L、ユ

（2．4．2）を次の式に代入する。

　　ユ　　α　　a　　　L
T＊T＊オ＊†（n＊A＊θ＊k・／k1量）■’
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固定資本独自な再生産＝流通一拡大再生産の一般形式一／1）（谷川

さらに（2．4．3）より，

　　（・＊A＊θ＊k、、／k工、）＝（・＊A＊λ）

　　1一（nAλ）⊥’＝φ、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3．2．5）

とする。

　　　　　1　　　　1　　・（1一φ、）一工
　　。。＝　＊（1一φ一一），＝　　　　　　　　　（326）
　　u　φ、　　ユ　・　　　・φ、

R＝1＋rとする。

　　　　　　　　　　　　　ユ
　　　　　　　　　　1一一
　　　　　　　　　　　　　n
　　Ro　＝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3　2　7）

　　11　　　　　　　　1　　α　　a　　　L
　　　　　1一一＊一＊　　1呈1＊　　12
　　　　　　　　nβa、、、L，1

　　　　　ユ　　　　1　　　　n－1
　　Ro　＝　　　　（1一』），　＝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3　28）

　　1ユ　φ、　　・　　・φ1

部門I、、，部門I、，と部門Iとの拡大再生産条件

　イ．a、、，L，1（1＋r：工）十a、、ヨL工1（1－s：、）＝α’a，、L、（ユ十r：）　　　　（3．3．1）

　口．a、、、Lユ、（1＋r：，）十a、，ヨL、，（i－s：、）＝β’a，、L，（i＋nr：）　　　　（3・3・2）

（2．7．5）（2．7．6）をイ，口の左辺に代入して整理すれば次式となる。

　　・1、，Lユ1（1＋・1、）十・、、ヨL、、（‡一・1、）一・、、，L、、（1＋m’一μk、、・：、）

　　・1，，Lユ、（1＋・1，）十・、皇宮L、，（1一・：、）一・ユ王、L、，（1＋m’一μk、、・1，）

括孤内のヰをe：1，e：。とし，その比を♂とす糺

　　・ll一ユ十m」μk、、・：、　（3・4・ユ）

　　・1，一1＋・’一μk、、・：，．（3・4・2）

　　、」叶，一1＋m’一μk11「：ユ　　　　　（。。。）
　　　　e：，　　　1＋m’一μkユ，r：，

e。式にr。（3．2．6）式を代入して整理すれば，次式となる。
　　　l1
n（1＿φ）＿1＝ωとする。　　　　　　　　　　　　　　　（3．2．6．1）
　　　　1　　　　　　　　　　　　1
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　　　　　　　　　　k、ユμω、
　　　　　　　ユ十m’
　　。。　　　　　　・φ、
　o一」⊥　＝　e－　　　o，　　el・　　　　　　k王、μω、
　　　　　　　ユ十m’一
　　　　　　　　　　・φ、
部門工、ユ・部門I、，と部門Iとの拡大再生産条件は次式とな孔

イ、a、、，L、、e：、＝α’a，、L、（1＋r二）

口・a、，、L、、e：，＝β’a，、L，（ユ十nr：）

イ，口よりa、、L、を消去してr：について整理すれば，

　　　　1　　α　a　　L　　1　　　　　　　　ユ！！　　　　12　　　　一＊一＊一＊一一一　　　　nβa、、、Lユエn
　ro＝
　一　　　　1　　α　a　　L　　eo　　　　l一一＊一＊　1舶＊　］筥＊二⊥…一
　　　　　nβa、、，L，1e：、
a、、ノa、、，＝α／β＊A＊θ（2・5）を次式に代入すれば，

　1一αa－LeoT＊T＊、ll：＊・11＊†（n＊A＊州）一’

1一（nAθ一一’＝φ。とする。

　　　1　　　1　　・（ユーφ、）一
　・：＝　（1一φ。一一），＝
　一　φ。　　一　n　　　　・φ，

　　　1　　　1　　　n－l　Rl＝　（1一一），＝
　一　φ，　　皿　　・φ，

（イ）＝（口）よりL，について整理すれば，

　　　　aeo　　αaLeoL：＝。，、α・（1君三’1／。）＊（1－T＊。l1：＊・ll＊†）

この式の括孤内は（3，5．2）によりφ，であるから，

　　　　・、ユ，・：、一φ，

　Lo＝　呈　・，、α’（1－1／・）

（3．4．4）

（3，511）

（3．5．2）

（3．5．3）

（3．5．4）
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14〕固定資本独白な再生産＝流通の一般的形式

　第一年度始め充用生産資本；

　　I、、．1α’a、、、R号1＋nβ’a、、、Ri、十a、、，R：、lL、、＝al、，L、ユu、ユR：、　　　（4．1．1）

　　I、ゴ・1α1a、呈、Ri，十nβ’a、，、R：，十a、，，R：、lL、，＝a、、，L、、u、，R：、　　　　（4・1・2）

　　II　lα’a宣、R二十nβ’a、，、耳：十a，、R：lL、＝a，，L，u，R二　　　　　　（4・1・3）

　第一年度年度末生産物

　　I王ゴ　1α’a、、、R＝1＋β’a，、、R：、十a，1室R：、十a、、。R：、lLユ、工R：、Lユ、　　　（4．2．1）

　　I、，…α’・、，、R：，十β’・ユ、，R：、十・ユ、，R：、十・、，。R：，lL、、＝R：，L、、　（4・2・2）

　　皿　　1α’a，lR：十β’3，、R：十a宣，R二十a、ヨR：lL，一R二L呈　　　　　　（4．2．3）

　固定資本独自な再生産性＝流通による固定資本の摩損部分の分解；

　まず充用固定資本の存在形式は，

　　I、、nβ’a，1，L1，R：、＝nβ’a、、、L、，十nβ’a、、、L、、r：、　　　　　　　（43ユ）

　　I、、．nβ’a、，、Lコ，R：、＝nβ’a、呈、L、，十nβ’a、，、L、，r：宣　　　　　　　（4・3・2）

　　皿　nβ’a、、L，R：＝nβ’a王、L、十nβ’a，、L，r：，　　　　　　　　　（4・3・3）

　すなわち下線部分は今期に剰余価値が資本化された部分である。第一年度末

の年生産物においてみれば，

　　I、ユ．β’・、1，L、、R：、＝β’・、、、Lユ、十β’・、i，L、、・：、　　　　　（4・4・1）

　　Il、　β’a、，lL、，R：、＝β’a、，、Lユ、十β’a、，、L、，r：，　　　　　　　　　（442）

　　π　β’a宣、L，R：＝β’a呈、L，十β’a，、L，r：　　　　　　　　　　　　（4・4・3）

　拙著において検討したように，この下線部分の担い手としての商品が余剰生

産物として存在する。桂川したがって余剰生産物として次のように表示される。

　　I，1．β’・、、、L，1・：、一β’・、、、L、、R：、一β’・、、、　　　　　（4・4・L1）

　　I、、β’・、，、L、，・：，一β’・、宣、L、，R：，一β’・、，、　　　　　（4412）

　　皿　β’・，、Lヨ・：＝β’・，、L，Rにβ’・呈、　　　　　　（4・4・1・3）

（ユ）余剰生産物として把握する根拠出こついては拙著63頁以下参照。また数値例については73頁以下

　参照。この余剰生産物は固定資本摩損部分の担い手であり従って剰余価値ではない点に注意され

　たい。これは「商品で表示される労働の二重性格」の具体的有用的労働によって生産された物である。
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　第一年度年度末総余剰生産物，すなわち剰余価値に上述の余剰生産物を加え

た総額をM二、，Mt、，M二とすれば，それは次のように表示される；

　　I．M1＝a　L　W＋β’a　L　R。一β’a　L　　　　　　　　　　（4．5．1）
　　　工I　　　　　　11　　　　　　113　　11　　11　　　　　　　　　111　　11　　11　　　　　　　　　111　　］1

　　I］、、Ml，一・、、ヨL、、R：、十β’・、、、L、、R：、一β’・ユ、、L、、　　　・（4・5・2）

　　．I　　M二＝a，、L，R二十β’a，ユL，R：一β’a呈、L、　　　　　　　　　　　　（4・5・3）

上式を・、、，・、、・い、。。・、，・：，・・二・、・：！lおいて鯉すれば；

　　I、ユ　M二、＝a、、，L、ユR＝、lm’十β’k、、（ユー1／R：、）1　　　　　　　　（451ユ）

　　工、，　M二、＝a、、三L］、R：、lm’十β’k、，（ユーユノR＝，）1　　　　　　　（4512）

　　1I　M二＝a，，L，R＝lm’十β’k。（1一ユ／R…）1　　　　　　　　　（4，5．ユ．3）

　さらに括孤内の式をそれぞれb：、，b一、，b：とする。これらは可変資本一単位

あたりの総余剰生産物を意味する。

　　I、、．bl、＝m’、十β’k工、（五一1／R：、）　　　　　　　（4・6・1）

　　工、、・b：，＝m’十β’k、、（／－1／R＝、）　　　　　　　　　　　　　　　　（4・6・2）

　　皿bl＝m’十βIk、（1－1／Rl）　　　　　　　（4・6・3）

とすれば，総余剰生産物は次式のように簡潔に表示しうる。

　　I　　M1＝a　L　Ro　bo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4．5，2．1）
　　　i1－　　　　11　　　　　ユ11　　l1　　l1　　11

　　I　　M1＝a　L　Ro　bo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（415．2．2）
　　　1ゴ　　I！　　1匹　ユ1　1111

　　I　　M1＝aLRobo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4．5．2．3）
　　　　　1　　　　　空1　1　1　1

　部門I、、，部門I、、，部門Iの第一年度末生産資本増殖率と蓄積率，

　　　　　　sl　Ml　　　　　　　　　－　　　　　rl　u
　　r1＝　’’’’　　（46ユ），　　sl＝’’’’　　　（461ユ）
　　ユ1　　a　L　u　Ro　　　　　　’　．　　　　　　　　ユ1　　　bo
　　　　　112　11　11　11　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ1

　　　　　　sl　Ml　　　　　　　　　　　　　　　　　u　r1
　　・い、i2、”卍　（462）・　・1・「。ユ1　（4621）
　　　　　ユ！！　1宮　11　11　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］！

　　　　　s1M　　　　　　　　　　　　・　　　　　　u　r
　　・l1＝、1、芸。　（463）・　・1＝†　　（4631）

　部門I、、，部門I、，，部門uにおいて資本化される総余剰生産物・Msの生産

資本への配分；
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　　I　　sl　Ml＝a　L　u　Ro　rl
　　　l11　　　11　　11　　　　　l1！　　l1　l　l　　l1　l1

　　　　　　　≡α’a　L肥r’十nβ’a　L　R．r’十a　L　R．r’
　　　　　　　　　　l11　ll　H　11　　　　　　111　11　11　／1　　　H1　l1　1ユ　l1

　　I　　sユM1＝a　L　u　Ro　rl
　　　l1■　　　ユ宮　　12　　　　　1！1　　11　1呈　　12　12

　　　　　　　＝α’a、、、L、、R：宣r：，十nβ’a、、、L、，R：，r二，十a、、、L、、R：、r二，

　　II　slM　＝a　LuRor1
　　　　　1　　　　1ヨ　　　　　　　　22　　　2　　2　　　呈　　2

　　　　　　　＝α’・、、L，R：・：十・β’・，、L，R：・1＋・，，L，Rl・1

　（416．1）（4，6．2）より総余剰生産物のうち資本家階級が個人的消費する部

分Mkを整理すれば次式となる。

　　I、、・（ト・l1）M：、＝・、、、Ll，R：、（b：、一・、、・：、）　　　　　（4．7．1）

　　I、、．（ユーs：，）M＝，＝a1宣，L、，R：，（b：，一u、，r二，）　　　　　　　　　　　（4．7．2）

　　II　（1－s二）M二．＝a，、L三R：（b：一u，r二）　　　　　　　　　　　　　（4．7．3）

　部門I、、，部門I、，，部門Iのv＋mv＋Mkを整理すれば次式となる。

　　I、、・・11，L、、R：1R：、十（ユー・1、）Ml、

　　　　　　　　　　一・、、、L，1R：、Rl、十・、ユ，L、、R：、（bl、一・、1・l1）

　　　　　　　　　　＝・1、、L、、Rl、（1＋bl、一μk、、・1、）　　　　（4・8・1）

　　I、宣．・、、、・、、・：、・t，十（1一・1宣）M：，

　　　　　　　　　　＝a、，、L、、R：，（1＋b：、一μk、、r：，）　　　　　　（4．8．2）

　　I・，、L，RlR、，十（1一・1）M、，

　　　　　　　　　＝・，，L，R：（ユ十b：一μk、・1）　　　　　（4・8・3）

各特殊生産部門の括孤内をそれぞれel、，e、，，e二とすれば，各特殊生産部門

のv＋mv＋Mkは簡潔な次式で表示できる。

　　I1ゴ・、1，L、、R：1R：、十（1一・：、）Ml、＝・、、，Lコ、Rl、・1、　　　（4・8・4・1）

　　I、，．a、、lL、，R：、R二，十（ユーs二，）M＝，＝a、，宣Lユ，R：，e＝，　　　　　　　（4．8．4．2）

　　I早、，L，Ri，R1＋（1一・1）Ml一・空、L，R：・1・

ただし，　e二、＝（1＋b：、一μk、、rl、）　　　　　　　　　　　　　（4．8．5．1）

　　　　　・1、＝（1＋b：，一μk、，・1、）　　　　　　　（4・8・5・2）

　　　　　・1＝（1＋bl一μk、・1）　　　　　　　　（4・8・5・3）

さらにb：、，b＝、，（4・6・1），（4・6・2）式を上の式に代入して整理すれば，
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十十汁1；1－ll11三宗11　（・・・…1）

　第一年度末拡大再生産表式；

　　工1ゴα’a、、ユL、、R：、Rl、十β1a、ユ、L、、R＝、（1／R：、十nr二、）十a、、皇L、、R：、e二、

　　　　＝R：ユL、、　　　　　　　　　　　（4・9・ユ・1）
　　I、呈。α’a、，ユL、，R＝，R二，。十β1a，，、L］，R＝，（1／R：，十nr二，）十a、，宣し、，R：，e＝、

　　　　＝R1，L、，　　　　　　　　　　　（4・9・1・2）
　　n　　α’a，、L，R：R二十β’a呈、L，R：（1／R：十nr二）十a、，L，、R：e二

　　　　＝RlL，　　　　　　　　　　　　　（4．9。ユ。3）

表式分析。

　　工、、・α’・、、、L、、R：、R：、，

　　I、、、．β’・、，、L、，R：、（1／Rl，十・・1、）

　　π　a　L　R｝
　　　　　1壇　1　2　1

はいずれも自己部門内で自己補填する。

　部門I、、とI1、との相互転態が正常に行われる為の拡大再生産条件：

　　β’・ユ、、L、、R11（1／R：、十・・1、）一α’・ユ，、L，R1官Rl，

　部門1、、と部門I及び部門I、，と部門Iとの相互転態が正常に行われる為の

拡大再生産条件：

　　I　と音唐門I　a　L　R．e’＝α’a　LR．R’
　　　11　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　111　　l1　　11　　1－　　　　　　　　　　21　　2　　1　　呈

　　I、、と部門I　a、呈、L、，R＝，e二，＝β’a，、L，R：（1／R：十nr二）

以†順次に拡大再生産の相互転態が正常に行われる為の再生産条件を検討し

よう。

　部門I、、と部門I、；との相互転態が正常に行われる為の拡大再生産条件：

　　β’a、、、L、、R＝、（ユ／R＝、十nr：、）＝α’a、，’L，R：，Rt，　　　　　　　　（4．9．2）

ζ。二1の条件でrl工について整理すれば，
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／　＿
r　－H

ユ　　　α　　　a、、、L、1　　　　1

一＊一＊　　　　一
nβa］、、L、、nR：、

　1　　α
1一一＊一＊
　n　β

a　L　　r1
1刑　1宣　　　　1！

　　＊一a111L、、　　r：、

1

（4．9．2．1）

1一
　　　　　　　　　　・R：、
　Rl＝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4922）

　　l1　　　　　　　1　　α　　a　L．　r1
　　　　　ユー一＊一＊　111且ヨ＊一旦
　　　　　　nβa，1，L、、r二1
さて（4．6．1）（4．6．2）のrニエ，r：、式より次式がえられる。

　rl　　u　　bo　　sl
　」と＝」土＊」⊥＊」⊥　　　　　　　」　　　（4．9．2．2．1）
　r］　　u　　bo　　s］
　　1］　　　　　　11　　　　　　11　　　　　　工1

kll＝k、，，b－1＝bτ、，s：、＝s二，の場合は明かにr、、＝r：，である。

k，1≠k、、，b＝、≠b：，の場合は蓄積率が次式の関係を充たせば，つまり

sl、±si、（u、ノu，、＊b：1／b：、）一1を充たせばr‡、＝r‡，となる。

　rl　一旦＝ζ’とする。ζ’ご1の場合（3，5．2）（3．2．6，1）より

　rl　　l1
　　　1　　　　　　工　　　　　ω
　。1＝　（1一φ一　），＝　　’　　　　　江川（493ユ）
　H　φ1　　1・Rll　φ、（・一ユ）

　　　1　　1　　・一1一φ、
　Rll＝φ1（1■可）・＝φ、（H）　　帥（4・9・3・2）

　I，1，I、，とIとの相互転態が正常に行われる為の拡大再生産条件：

イ・．・、、，R：、L、、・：、＝α’・，ユL，R：Rl　　　　　　　（4・9－4・ユ）

口．　a、，，R：，L］、e：、二β’a、、L，R：（ユ／R：十nr二）　　　　　　　　　　（4．9－4．2）

以下、ζ。＝1の条件で検討する。まずr二について整理すれば、

（ユ）この一般式の論証については附記参照b

（2）附記参照。
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ユーr　一

1　　α
一＊一一
n　β

a　L　　1111　ユ1

a　L　　nR0
1］l　／1　　　　　！

　　ユ　　α
1一一＊一＊
　　n　β

・、皇、L、。

a、、、L11

　1　e　12＊r　e1
　11

（4．9．5，1）

ユー
nR：

　　rl＝　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4952）
　　’　　　　　1　　α　a　L　　eコ
　　　　　　　　　　　　　　1！1　12　　　　1！　　　　　　1一一＊一＊　　　＊一
　　　　　　　　　nβa、、、L、ユe二、

以下、さしあたりe＝（♂，e’，……，ei）は平均値eを意味する。

　　1一（nAθe）一工＝φ，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（419・5・1・1）

　　n（1一φ，）一1＝ωウ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4，9．5・1，2）

とする。

　　　　ユ　　　　　　1　　　　　ω
　　「1＝φ、（トφ・一、。号）・＝φ。（、三ユ）　　江川（4961）

　　　　ユ　　1　　・一1一φ一，
　　Rl＝φ、（1一、。呈）・こφ、（、一11　　　帥〕（4962）

またe’式に（4．9．3．1）式を代入して整理すれば，次式となる。

　　　　　　　　　　　　kω　　μ
　　　　　　　1＋m’一　　’’’（　　一β’）
　　　　・1　　　　・一ユ　φ、
　　・ユ＝1’，＝　　　　　　　　　　　（4862）
　　　　e1．　　　　　　kω　μ
　　　　　　　1＋m’一　11’（　一β’）
　　　　　　　　　　　　n－1　φ
　　　　　　　　　　　　　　　　1
（イH口）よりL…について整理すれば，

　　　　　　　　　　　　　　α　　a　L　　e1
　　　　　　　　　　　　1一　　＊1里H2＊」■
　　　　・、、、　R：、　　・β　・1、，L、、・1，
　　L二＝　　　，　　＊　　　　＊　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊e1　　　（4963　1）

　　一　”a　　Ro　　　　　　　　　　　　　　l1　　　　　茗1　　1　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　1－
　　　　　　　　　　　　　　　　　nRo
　　　　　　　　　　　　　　　　　　呈

（1〕附記参照。

（2）附記参照。
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（3．2．8）（3．5．4）（4．9．5．1．ユ）を上式に代入して整理すれば，

　　　　・1、、　・一1　　φ、ω
　L・＝　　＊　　　　＊　　＊e・　　　　　（4．9．6．3．2）
　　2　α’・、、　・一1一φ，　φ、　’’

（5）部門I、、；部門I、、の自立的発展と部門亙との再生産条件

　まず，n＞i三1の条件のもとでの第i年度の再生産条件を検討しよう。

R。＊R1＊R・．．＿。＊Ri－1＝IIRΨとする。
l1　　　ll　　　　l1　　　　　　　王1　　　　　　11

　また，v＝O，1，2，3，……，i一ユ．とする。

第i年度始め生産資本；

　　I、、．α’・、、lL、、■Rr、十・β’・1、工L、、nRこ、十・、、，L、、■Rr、三・、、、L、、・、、■Rl、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5．！．ユ．1）

　　Iユ，・α’・、、、L、、nRl、十・β’・、、、L、、■Rl，十・、，、L、，■R1呈＝・ユ，，L、，・、，uRl，（5・1・L2）

　　皿．α’・、、L、皿Rけ皿β’・、，、L呈■Rよ十・，，L宝■R；＝・，，・、L，nR；　（5・ユ・ユ・3）

第i年度年度末生産物

　　Il、・α’a、、、L、ユ■Rこ、十β’a、、ユL、、nR二、十a、、，L、、nR二、十a、、ヨL、、IIRこ、二1＝IRこ、L、、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5．1．2．1）

　　工、呈．α’a、，、L、，1＝【R二星十β’a、，lL、，IIRこ、十a、，，L、宣■R二十a、，ヨL工，nRr呈＝IIRJ，Lユ、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5．1．2．2）

　　I　α’・，1L，nR；十β’・，、L，nRけ・、、L，■R；十・，、L，nR；＝■R；L，（5・1・2・3）

　固定資本独自な再生産＝流通による固定資本の摩損部分の分解；

　　I、、　β’a、、、L、、nRr、＝β’a、、ユL、、十β’a五、、L、、正IR二、一β’a、工、L、、　　　（52！1）

　　I、，β’・、，lLl，■R1皇一β’・、、、L、、十β’・、、、Lユ王■Rいβ’・、，玉Lユ，　（52！2）

　　I　β’a，、L、皿R；＝β’a，、L、十β’a，、L，nR；一β’a，L，　　　　　（52！3）

第i年度年度末総余剰生産物＝Mj、，Mj，，Mjは次のように表示される；

　　I、、Mll一・、、ヨL、、nRll＋β’・、、、L、、■Rl、一β’・、、、L、、　　　（5221）

　　I、宮　M1’、＝a、，ヨL、，皿R二、十β’a、，、L、、■R二，一β’aユ，、L、，　　　　　　　（5222）

　　1I　M；＝a，昌L，nR；十β’a　L■R廿一β’a　L　　　　　　　　　　（5・2・2・3）
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上式をa、工，nR二、，a、，，nR二，a呈、nR；において整理すれば；

　　I　．Mi＝a　1］lRリm’十β1k　（1－1／■R可）l
　　　l1　　　ll　　　l11　　l1　　　　　　　　1ユ　　　　　　　　　1ユ

　　I、宣．M“，＝a1，宣■Rこ，l　m’十β’k、，（1－1／■Rr、）l

　　I1　M；＝a呈呈11R；l　m’十β’k、（1－1／nRJ）1

上式の括弧内を下式のようにbj，L’，bj，一’，b；■’とする。

　　b　i■工＝In’十β’k　（ユー1／1＝【RΨ）
　　11　　　　　　　　　　　　　11　　　　　　　　　　　11

　　b’，一’：m’十β’k、、（1－1／nRr、）

　　b；■’＝m’十β’k，（1－1／nR；）

すれば総余剰生産物Mユil，M，i、，M；は簡潔に表現される。

　　．I，1・M，i、．＝・、、，L，1■Rr，bjユ■’

　　I　Mi＝a　L　nRΨbi■1
　　　l1．　　工1　　ユ1．　12　　1212

　　皿　Mi＝a　LnR｝bi－1
　　　　　！　　　　　12　2　　　2　2

各特殊生産部門における生産資本増殖率と蓄積資本，

　　　　　　　　siMi　　　　　　　　　　」　riu
　　I　．1＝　　’’u　　（5311）　　sl＝1口’
　　　11　　11　　a　u　L　■R｝　　　I　．　’　　　　　　1ユ　　　bト1
　　　　　　　112　　11　　11　　　　　11　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11

　　　　　　　　siMi　　　　　　　　　　．　riu
　　I　・，＝　　’H1　（5321）　　。1＝’川
　　　12　　1！　　a　u　L　nR■　　　’　一　’　　　　　　　1！　　　bト1
　　　　　　　］21　］2　ユ！　　］1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1呈

　　　　　　　　siMi　　　　　　　　　．　rju
　　n・；＝、、2。誌（5・3・3・1）　・；㍉1…1
　　　　　　　”　　皇　1　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宣

資本化される総余剰生産物・Msの生産資本への配分；

　　I　siMi＝a　L　u　nR’ri
　　　l1‘　I1　lユ　　lu　11ユ1　　1111

　　　　＝α’a　LnR－ri＋皿β’a　L1＝IR廿ri＋a　L皿R｝ri
　　　　　　l11　　11　　　　11　11　　　　　　　　　　　111　　11　　　　11　ユ1　　　　　　111　　11　　　　ユ1　ll

　　I　siMi＝aLu11RTri　　　l！．　　1！　　1！　　　　1宣2　12　1！　　　11　12

　　　　＝α’a　L■RTri＋nβ’a　LnR｝ri＋aLnR｝ri
　　　　　　121　　11　　　　　ユ2　　ユ2　　　　　　　　　　　　1！l　　1！　　　　　1…　　12　　　　　　　111　　11　　　　　12　　1＝

　　I　　s　i　M　i＝a　L　u■R｝r　i
　　　　　呈　　　2　　　　　　22　　2　　2　　　　2　　2

　　　　＝α’・，lL呈■R；・；十・β’・，、L宝■R；・け・，、L，■R；・；

総余剰生産物のうち資本家階級が個人的消費する部分Mk，

（5．2．2．ユ．1）

（5．2．2．1．2）

（5．2．2．1．3）

（5，2．3，1）

（5．2．3．1）

（5．2．3．1）

（5．2．4．1）

（5．2．4．2）

（5．2，4．3）

（5．3．1，2）

（5．3．2．2）

（5．3．3．2）

（5．3．4．1）．

（5．3．4．2）

（5．3．4．3）

一103一



固定資本独自な再生産＝流通一拡大再生産の一般形式一川（谷川

　　I1ゴ　（ユーsj、）M、ヨ、＝a、、宮L、、IIRr、（b，iユI1－u、、r，il）　　　　　　　（5．3．4．4．1）

　　I、，．（1－sj，）M，i呈＝a、、、L、、IIRr、（b，i，一1－u、，r，i、）　　　　　　　（5．3．4．4．2）

　　II　　（1－sj）Mj＝a，、LヨnR；（b；」1－u，r；）　　　　　　　　　（5．3，4，4．3）

各特殊生産部門のv＋mv＋Mkを整理すれば次式となる。

　　I、ゴ・、1，L、、■RlユR，i、十（1一・j、）M，i、

　　　　＝・、、，nR二111＋bj、■’十（！一・、、）・j，1

　　　　＝ユ十m’十k、、1β’（1－1／■Rこ、）一μrj，1　　　　　（5・3・4・5・1）

　　I、，＝・、、，L、，■R二R，i，十（1■・、i、）Mユi，

　　　　＝・、、、HRr，11＋bj宣一ユ十（1一・、、）・1，1

　　　　＝1＋m’十k、、1β’（1－1／■R二，）一μr，i，1　　　　　　　　（5．3，4，5，2）

　　I・、宣し，H帆十（1一・；）M；

　　　＝・，，nR川十b；一’十（1一・，）・；1

　　　　＝1＋m’十k，1β’（1－1／nRよ）一μrjl　　　　　　（5．3．4．5．3）

　各特殊生産部門の括弧内をそれぞれei，ej，eiとすれば，各特殊生産部門
　　　　　　　　　　　　　　　　　1］　　　ユ2　　　1

のv＋mv＋Mkは簡単な次式で表示できる。
　　I、、．・ユ、，L、、HRl，Rj、十（1一・；i、）M，i、㍉、、、L，1町、・1ユ

　・I、，。・、、，L、，nR二R，i、十（1一・j，）Ml、＝・、，，L、，■Rl；・1，

　　n・、、L，nR；R；十（1一・；）M；一・，、L，■R；・；

ただし　　e，i、＝ユ牛m’十k、、1β’（1－1一／nRT、）一μr，i1；

　　　　e，i、＝1＋m1＋k、，1β1（1－1／■Rこ宣）一μr，i，l

　　　　ej＝ユ牛m’十k．1β’（1－1／nRJ）一μrパ

したがってei式はつぎのようになる。

　　、＿ej、　＿　1＋m’十k、、1β’（1－1／nRf、）一μrj，l

　　e　　　　e、≡，’　　ユ十m’十k、，1β’（1－1／IIR工，）一μrユヨ，1

第i年度末拡大再生産表式；

　（5．3．5．ユ）

　（5．3．5．2）

　（5．3．5．3）

（5．3．5．1．1）

（5．3．5．2．ユ）

（5．3．5．2．3）

（5．3．6，1）
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愛媛経済論集第13巻第2号／ユ993）

　　I1、．α・・、、、・、、■・r、・けβ・・、、、・、ユnRl、（一1／■・1、…jl）十・、ユ、・、、hRl、・、i、

　　　　＝皿1RΨL　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　（5．4．ユ．1）

　　　　　　　l1　l　l
　　I、、・α’aユ，、L、、nRr，Rj，十β’a、，、L、，nR二；（1／■R二，十nr，i，）十a、，、L、、nR二，e，i、

　　　　＝HRl，L、，　　　　　　　　　　　　（5，4．L2）
　　I一α’・，工L，■R；・；十β’・、、L，HR；（1／nR；十・・；）十・、、L，m；・；一■RJL，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（514．1．3）

表式分析。

　I、、．のα’a1、、L、、■Rこ、Rj，I、，．のβ’a］，、L、，HRこ，（1ノ■Rこ，十nrj，）およびIの

a。。L。■R；ejは自己部門内で自己補填する。

　部門I　とI　との相互転態が正常に行われる為の拡大再生産条件：
　　　　l　l　　　　　口

　　β’・、、、L、、nRr工（1／nRl、十・・ユi、）一α’・、、、L1、皿R二R，i，

　部門I　と部門I及び部門I　と部門Iとの相互転態が正常に行われる為の
　　　　I　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l！

拡大再生産条件：

　　I　と音匡門II　a　L　nRTei＝α’a　LnR－ri
　　　11　　　　　　　　　　　　　　　　ユ11　　l1　　　　11　lユ　　　　　　　　！1　　！　　　　1　　！

　　工、，と部門I・、，、L、、R：，・1i、＝β’・、ユL，nR；（1／nR；十・・；）

以下，順次に拡大再生産の相互転態が正常に行われる為の再生産条件を検討し

よう。

　I　とI　との相互転態が正常に行われる為の拡大再生産条件：
　　11　　　　　l！

　　β1alユ、L、、■R二、（1／■Rこ、十nrj、）＝α’aユ、、L、，nR；；R、ヨ、　　　　　（5・4・2・1）

ζi■」1の条件でriについて整理すれば，
　　　　　　　　　l1

　　　　　　　　1　　α　　a　L　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　1呈1　12　　　　　　　一＊一＊　　　　　一
　　　　　　　　nβa、、、L、、n■Rこ、
　　r’＝　　　　　　　　　　　　　　　　　（543ユ）
　　1／　　　　　　　　　　1　　皿　　a　L　　　rI
　　　　　　　　　　　　　　　　111　　　　　　　　　12　　　　　　　1一一＊一＊　　　　　　　＊一
　　　　　　　　　　nβa、、、L且、rj1

　　　　　　　　　　　　　　　1
1一

Rユi

A＝

・IIR二、

　　1　　α　　a　L　　r　i
ユー一＊一＊　1！l11＊二王
　　nβa1、、L、ユr’ユ

（5．4．3．2）
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固定資本独自な再生産＝流通一拡大再生産の一般形式一1〕（谷川）

上述のr，i、，（5．3，2．2）rj工（5．3．1．2）式より次式がえられる。

　　riubi．］sj　　⊥＝’2＊’’＊」⊥　　　　　　　　　（54311）
　　ri　　　u　　　bi一ユ　　　si
　　　l　l　　　　　　　　11　　　　　　　　l1　　　　　　　　　　　11

さて，k、、＝k、，，bi一ユ、、＝b，i，■’，s’、＝sj，の場合は明らかにr’、＝rj，である。

k、、≠k、，，bコi、一1≠b、≡，■’の場合は蓄積率が次式の関係を充たせば，つまり

s，i A＝s，i C（u、ノb、、＊bユil■ソb，i、皿’）一’を充たせばr，i、＝r，i，となる。

　r　i

　一旦＝ζiとする。ζi＝1とすれば，
　・li1

　　　　　1　　　　　　　　！　　　　　　ω、（1一φ、）

　　・’＝　（1一φ一　　），＝　　　　　　　旺川（5441）
　　ユ1　　φ、　　　　ユ　　nnRf、　　　　φ、（ω、十φ、＝i〕）

　　　　　1　　　　1　　　　ω、十φ、H＋1；
　　R1＝　（1一　　），＝　　　　　　　　　舳（5442）
　　’’　φユ　・皿Rl、　φ、（ωユ十φ、∵i）

　部門I　と部門I及び部門I　と部門並との相互転態が正常に行われる為の
　　　　11　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1！

拡大再生産条件：

　　I，1と音匡門I　イ。a，1，L、、nRr，eユi、＝α’a呈、L，nR；r；　　　　　　　（5．5．1．1）

　　I、，と部門I口。・、，、L、，軌・j，一β’・，、L，nR；（1／■R；十・・；）（5．5．1．2）

イと口からζi＝ユの条件で“こついて整理すれば，

　　　　　　　　ユ　　α　　a　L　　　　玉
　　　　　　　　　　　　　　121　11　　　　　　　一＊一＊
　　　　　　　nβa、、、L、、n■RJ
　　ri＝　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5．5．2．1）

　　1　　α　　a　L　　ei’
ユー一＊一＊’＝1’2＊」土
　　nβa、、、L、、e’、

　　　　　　　　1
1一

n■R二

Rト
　　1　　α　　a　L　　　ei
1一一＊一＊　1星112＊二五
　　nβa］1，L、工e’、

（5．5．2．2）

（1）附記参照。

（2〕附記参照。
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　　　　．1　　　　　　　　　1　　　　　　ω、（1一φ，）

　　r1＝　（1一φ一　　），＝　　　　　　　注口〕（5531）
　　2　　φ1　　　　！　　n■RJ　　　　φ、（ω，十φ、川）

　　　　　エ　　。　　　　ユ　　　　　　ω、十φ，リ十1コ

　　R；＝　（ト　　），＝　　　　　　　　帥（5532）
　　一　φ。　　nnRJ　　　φ。（ω，十φ，［〕）

eヨ i5．3．6．1）式にrj（5．4．4．1）式を代入すれば，次式となる。
　　　　　　　　　l1

　　　　　　　　　　　　　　kω　　　　　I
　　　　　　　　1＋m’一　　　’’　’　　レ（　　一1）一β’（1一φ、＝’〕）l
　　　　ei　　　　　　　　　ωユ十φ、川　　　　φ、
　　j＿　　11　　＿
　　e
　　　　el・　　　　k、，ω、　1
　　　　　　　　1＋m’一　　　　　　　1μ（　　一ユ）一β’（ユーφ川）1
　　　　　　　　　　　　　ω、十φ、川　　φ、　　　　　　　’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　洲（5．3．6．2）

（イH口）よりLjについて整理すれば，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　9
　　　　　　　　　　　　　　　ユー一＊
　　　　　。　　nRΨ　　　　・β
　　L；＝　’’呈＊　u＊
　　　　　α’a、！〕　　　uR二

・、。。Lユ。

a、、。Ll、

　e　i
　　l1
＊一　e　i
　　ユ1

　　　aLi＝　’12＊
宣　　　　　　1

　　　αa1．1

1一声皇　φ宣い十’コ

　　　＊　　　　　＊

1一
　　・■Rl

　ω、十φユ；iコ

ω、十φ、〔十Ij

＊・1、

（5．5．4．1）

1一φ、　φ、｛ij
＊ei注口〕（5．5，412）

　H

16〕総　　　　括

　我々は（1ド部門I；部門Iの一般的形式」・（2）「部門I、、；部門I、、の分割比

に規定された部門I内の再生産条件」において部門J；部門Iの部門工　；部
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ1
門I、、への分割より生じる再生産条件の一般的形式を析出したのち，（3）「出発

年度の再生産条件の検出」において創始期の出発年度における独白な固定資本

の再生産＝流通から生じる余剰生産物（f）の実現に必要な正常な再生産条件

（1）附記参照。

（2）附記参照。

（3一）附記参照。
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固定資本独自な再生産＝流通一拡大再生産の一般形式一川（谷川

を検出した。そして（4）「固定資本独白な再生産＝流通の一般的形式」において

皿＞i≧Oの条件での創始期に発生する余剰生産物（f）の一般的再生産条件を

検出した。この形式は拙著において検出した固定資本の拡大再生産＝流通の独

自な再生産条件の一般的形式をより一層厳密に分析し，かつφを構成要素とし

た一般式に還元した。ところでφはn，A，θ，λ，eによって構成されてい

るが，n，A，θ，λは再生産過程の基本的な構成要素であり，eは部門I，I

の再生産条件より生じる要因である。従って我々の次の課題は創始期から更新

期に入った時期の再生産条件を検討するとともに，これら諸形式と要因関係の

経済学的意味を検討する事であろう。この意味でこの小論は未完である。

附　　　　　記

　拙著の補完として得られた形式を導きだすのに若干補足しておく必要があ

る。形式（5．4．4．2）で検討しよう。

　　　　　1　　　ユ　　　　ω、十φ、｛i＋lj
　　R’＝　　　（1　　　　　），　＝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5442）
　　H　　φ］　　　n■R二、　　　一φ1（ω、十φ、川）

（3．2．6），（4．9．3．2）よりまずR＝、，R：、が得られる。

　　　　・一　　　・ニトφ、
　　R。＝　　　，Rl＝
　　’’　・φ、　’’　φ、（卜1）

（5．4．3．2）から以下の形式がえられる。

　　　　　1　　　　　1
　　R・＝　　（ユ　　　　）
　　’ユ　φ1　・R：、引、

　　　　　1　　　　　　ユ
　　Rヨ＝　　（ユ　　　　　）
　　’’　　φ、　　　　nR：、R＝ユR：、

　　　1　　　　　　　　　　1
　Rl　（1一　　　　　　　　　　）
　　’’φ、　　　　nR：、R：、R：、R：、一一一一一一一一一R，i、■’

　ところでR：、，R：ユが得られれば順次にR：1以下R、ヨ、■’まで得られる。
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　　　　1　・一1一・φ、一φ、’2工
　R呈＝　　＊
　　H　φ、　　・一1一φ、

　　　　1　・一i一φ、一φ、1・Lφ、1・〕

　R宮＝　　＊
　　H　φ、　　・一1一φ、一φ、’2＝

　　　　ユ　・一ユーφ、一φ、｛Lφユ｛L一…一一…一φlH〕
　Rヨ＝　　＊
　　1’　φ、　・一1一φユーφ、一！L一一一一一一一一一一φ、［一’コ

　　　　　　　　　　1一φ、■十］，

　　　　　　　　n　　　　1　　　　1一φ、
　　＝　　　＊
　　　φ、　　　　1一φ1リ
　　　　　　　　n■　　　　　　　　　　1一φ

　　　　1　　n（1一φ、）一ユ十φ、［十］j

　　＝　　＊　　　φ、　・（1一一φ、）一十φ、H〕

　　　　1　　ω1＋φ、H＋’j
　　＝　　　＊
　　　φ1　　　ω工十φ1川

したがって

　　　　　　　　　　　　　　　ω、十φ■コ
　Ro　＊Rl　＊R2　＊Rヨ　＊1一一一一一一一一R　i＝

　　’’　’’　’’　’1　　　’ユ・φ、川（ユーφ、）

これによって次式が直ちに導き出される。

　　　ユ　ω、（ユーφ、］〕）

　1一　　＝　　　nR工、　　　ω、十φ、川

　　　　1　　　ω、十φ、■十ユ〕

　1　　　nnRf工　ω、十φ1川

　e，i、＝1＋m’十k、、1β’（1－1／1＝IR二一）一μr，i，1

　　　　　　　　β’ω1（1一φi川）一μω、（1一φ、）
　　＝1＋m’十k1
　　　　　　　1’　　　ω、十φユ川　　　　　φ、（ωユ十φ、川）

　　　　　　　　kユ、ω　　　　　　　1　　：’十m’十ω、。1ユーβ’（1一φ1川）■μ（φユーユ）≡

（5．3．5．1．1）
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